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今月の休日診療当番医（受け付け時間９時～17時30分。13時～14時は休憩で変更の場合あり）

※診療科目外の症状については、対応できない場合があります。当日の新聞で、変更の有無や町外の当番医を確認してください。

（☎＃7119または☎246-2000）

広島県小児救急電話相談（毎日19時～翌８時）（こどもの救急電話相談）（☎＃8000または☎505-1399）
小児科勤務の経験がある看護師（小児科医師が支援）が専門的なアドバイスを電話で行います。

救急相談センター広島広域都市圏（24時間）
看護師が緊急性や応急手当の方法、適切な医療機関などについて電話でアドバイスを行います。

救　急　診　療
●広島市立舟入市民病院（広島市中区舟入幸町14-11 ☎232-6195）小児科（24時間）
●広島市立広島市民病院（広島市中区基町7-33 ☎221-2291）歯科・歯科口腔外科と小児科を除く科目（24時間）
●安芸市民病院（広島市安芸区畑賀2-14-1 ☎827-0121）
　内科または外科（土・日曜、祝日18時～23時）※診療科目については、当日電話で確認してください。
●千田町夜間急病センター（広島市中区千田町3-8-6 ☎504-9990）内科（15歳以上）・眼科（19時30分～22時30分）
●広島口腔保健センター
　（広島市東区二葉の里3丁目2-4 ☎262-2672）歯科（日曜・祝日・お盆・年末年始9時～15時）
●広島県小児救急医療電話相談（こどもの救急電話相談）（☎＃8000または☎505-1399）
　小児科勤務の経験がある看護師（小児科医師が支援）が専門的なアドバイスを電話で行います。（毎日19時～翌8時）

広島県内の当番医は「救急医療Net Hiroshima」【http://www.qq.pref.hiroshima.jp/】で確認できます。

令和4年度の重点取り組み③　～災害に強く安全なまちづくり～
　本町では、台風や豪雨など幾多の災害を経験してお
り、平成３０年７月豪雨災害でも大きな被害を受けまし
た。
　これらの災害の経験や教訓を踏まえ、土砂災害や河
川氾濫、地震や津波、高潮などさまざまな災害を想定
し、災害発生時に迅速な避難行動を促せるよう、的確に
避難情報を発信する体制を整えてまいりました。
　今年度は、昨年１２月に策定した「海田町国土強靱化
地域計画」を実行に移し、次の事業などにより、強靱な
地域づくりを計画的に推進してまいります。

町長

　こうした事業に加えて、大規模浸水害に対応するため
の救命ボートの整備や、防災行政無線のエリア外への設
置および難聴地区の解消などに取り組みます。
　また、町民の皆様の早期避難や、地域で周りの人達へ
の避難を呼び掛けていただく体制づくりに向けて、地域
の皆様とともに、取り組む必要があると考えております。
　このため、今年度は、町と町民が連携した「避難に備
えた防災訓練」を実施し、「ひろしまマイ・タイムライン」を
活用した町民一人一人の防災行動計画作成や、防災ア
プリの利用促進を図るなど、避難率の向上に取り組んで
まいります。
　本町といたしましては、施設整備などのハード事業
と、防災リーダー育成、防災情報発信などのソフト事業
の両面で災害に備え、暮らしの安全・安心の確保に取り
組んでまいりますので、皆様のご理解とご協力をお願い
いたします。

コラム 西田祐三
海田町長

6月  5日(日) おんじ内科クリニック
6月12日(日) 片桐整形外科
6月19日(日) 河島脳外科クリニック
6月26日(日) 秋本クリニック

 （南大正町　☎516-5316）
(南昭和町　☎823-9133)
(砂走　☎823-8222)
(稲荷町　☎823-7777)

・土砂災害や河川氾濫対策などのインフラの強靭化
・木造住宅の耐震改修補助制度の拡充を通じた地震 
　に強い住環境整備
・下水道による浸水対策を計画的に進めるための雨
　水管理総合計画の策定


